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日本の明治期、中国の清末民国初期における日中演凍1界の緊密

な連携関係、 とりわけ中国の近代演劇の成立に呆た した日本の

役割について、両国話劇のは しりである文明戯 (中 国)と 新派

(日 本 )の 関係 を中起に、 多数の新史料 と具体的な事象 (人物
の往来、脚本の翻訳、舞台芸術 )を 重 して総合的に論 じる。

中国近代演劇の成立

序 章
本書の課題/これまでの研究/研究の目的と方法
/本書の構成

第一章 日中近代演劇の展開
近代化と演劇改良/新演劇の誕生/新演劇の担い
手と享受者

第二章 新演劇のネット
&摺 ?褻

=と

演劇の蜜月

新演劇と自由民権運動、日清戦争/文明戯と維新
変法、辛亥革命/文明戯と京都凱 天知進化団と
静間小次郎一派の明治座興行

第二章 新演劇のネットワ
〒た摂干)ロ ドラマの花

日中に咲くメロドラマの花/「椿姫」「茶花女」「新
茶花」―一日中における演劇「椿姫」の上演とその意
味/「不如帰」と「家庭恩怨記」― そのメロドラ
マ的性格をめぐって

◎内容目次◎

ちん・りょうこう CHEN Linghong
1979年 中国雲南省昆明市生まれ。北京日本学研究センター修士課程卒業後、総合研究大学院大学文化科学研究科博士課程修
了、学術博士。専門は日中近代演劇交流史、比較文学比較文化。現在、華東師範大学専任講師。
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第四章 舞台芸術としての新派と文明戯
役者研究―  「女形」と「男旦」/劇場研究― 近代
新式劇場の登場/新演劇の統合機関― 東京新派俳優
組合、新劇倶進会
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春柳社と新劇/民衆戯劇社の自由劇場運動と日本

終 章
本書の内容と意義/新派と文明戯の位置/今後の
課題
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劇場の近代化
帝国劇場・築地小劇場

永井聡子着

明治 。大正・昭和初期における劇場の

近代化に大きな影響を与えた 3つの劇
場、帝国劇場 (明治44年開場)・ 築地小
劇場 (大正 13年開場)・ 東京宝塚劇場 (昭
和 9年開場)を取り上げ、当時のさま
ざまな言説、図版、写真、インタビュ
ーなどの資料を読み解き、西洋の劇場
近代化過程とも比較しながら日本の劇
場の近代化の特色を描きだす。
>A5判・230頁 /本体3,500円

※一九二〇年代東アジアの文化交流
川本皓嗣 。上垣外憲一編   大手前大学比較文イし研究叢書6
1920年代 日本はいわゆる大正デモクラシーの時代であり、経
済の好景気と比較的安定した国際関係によつて、海外との交
流が新たな展開を見せた時代であつた。西洋という価値は相
対的なものとなり、東洋回帰も日本の芸術家たちにとつて、

津えT買得責分雪基笞こ砥Ⅲ鼻柔晶奮鶏伝箕茜色集甘意盈霰
を画するようになる。中国・朝鮮からの留学生も実り多い文
化活動を繰り広げた。明治期の交流にくらべて研究の事例も
少なく、未開拓の部分も多い1920年代の東アジア文化交流の
様相を、当該各国の研究者を結集することによつて、明らか
にする。

レA5判・232頁 /本体2,800円        ISBN978-牛 7842-1508-9

恕文間出版既刊図豊案内

。東京宝塚劇場

比較詩学と文化の

川本皓嗣 。上垣外憲―編

ISBN978-牛 7842-1737-3 レA5判・286頁/本体 2,500円       ISBN978-牛 7842-1637-6

国際比較文学会 (ICLA)会 長であ
つた故アール・マイナー氏の追悼と、
同じくICLA会 長を務めた川本皓嗣
大手前大学前学長の退職を祝うため、
各国から集った研究者の共同論集。詩
歌の翻訳から民謡、仏教、獅子舞、ペ

ルシャの涙壺まで、比較文化と翻訳に
まつわる事象を様々に論じる。

島風塵界
における厨 ,II畠

評墨 こ回帰と継続 縄
文人画家の

種算性の西洋美術受容と日本
厨サII白村 (1880-1923)の著作が日本でどのような評価を受け、大陸・  「中国」「日本」「西洋」という三つの視点を設けることにより、中国
中国の民国文壇の知識人にどのように受容されたのか、また、翻訳さ
れた厨川文体の特徴とは如何なるものだったのかを基本的資料を示し
ながら考察。また、1980年以降に彼の著作が再び熱く受容されている
現状に考察をカロえる。厨メII白村を軸とした日中台の文学交流史。
レA5判・378頁/本体 6,000円        ISBN978-牛 7842-1495-2

陽 倉 基 磐
の 比 較 文

憮 :鞘 瑠 鳥 動 と芸術 思 想
ボストンと日本における岡倉天心像を比較し、固定化され流布されて
いる「岡倉天心」像を再検証。著者がアメリカで行つた文献資料調査
により、発見した新出資料などを駆使し、同時代の文化的状況、美術、
演劇、音楽の動向など複眼的な視座からのアプローチを通して、より
立体的な解釈を試みる。
レA5判・548頁 /本体 10,700円        ISBN978-4-7842-1605-5

轟 鼻 蟄
都 市 形 成 史 :18紹

轟 纂 ぁ 形 成 と展 開
青島がドイツ・日本との間に持った経済関係や、その関係が築かれた
歴史的要因、青島の経済発展の過程や特徴、さらに青島が全中国へ与
えた影響を解明。日中両国の広範な資料を用いることにより、詳細か
つ中立的・客観的な立場での考察を試みる。
レA5判・364頁 /本体 6,800円        ISBN978-4-7842-1453-2

晶第具昇
俣の神歌 その継承と創成

沖縄県宮古島狩俣集落における伝統的祭祀歌謡 (神歌)の永年のフィー
ル ドワークをもとに、歌われる歌の諸表現が、その都度どのように生
み出され、それが演唱者や社会によってどのように意味づけられてゆ
くのか。歌詞のみによらない新たな歌謡分析の方法を提示した意欲的
な一書。
レA5判・300頁 /本体 6,600円          ISBN牛 7842-1036-9

大手前大学比較文化研究叢蓄8

一九二〇年代東アジアの文化交流Ⅱ
川本皓嗣 。上垣外憲一編   大手前大学比較文化研究叢書 7
未開拓な部分が多い1920年代の東アジアの文化交流。当該各
国の研究者を結集 してその様相を解明する第 2弾。

【内容】一九二〇年代の東アジア文化交流と間テクスト性格 (カ レン・
ローラ・ソーンバー)/孫文の日中経済同盟論とその周辺剤 |1排三・

儀作の実業思想に関連して(竹村民郎)/一九二〇年代中国におけるシ
エィクスピァ(程朝翔)/辻聴花の中国劇研究 (周閥)/小さな詩―周作
人の日本詩歌論について(劉岸偉)/萩原朔太郎と韓国― (青猫)の響
きと官能表現の変容を中心に(梁東国)/白伝か、月ヽ説か、詩か一金子
光晴・森三千代が描いた一九二〇年代の上海 (趙恰)/「もの」と云ふも
の一一九一〇年代後半及び二〇年代前半の谷崎潤一郎の名詞表現をめ
ぐる一考察 (岩谷幹子)/郭沫若の『女神』を再読する(厳安生)
レA5判・274頁/本体 2.500円        ISBN978-牛 7842-1584-3

訳

近代を代表する文人・芸術家である豊子性 (Feng Zi― kai,1898-1975)
が日本を通して西洋美術を受容したことの意義を問うと同時に、「文
化の越境者」豊子憧の本質に迫り、20世紀日中知的交流の軌跡を検証
する。
レA5判・384頁/本体 5.500円          ISBN牛 7842-1230-2

裏 累 ヱ 桑 潅 難 ≠
島 空 間 』 山群 島 と麟 鴇

山東半島と遼東半島については、中世頃までは中国文明の出口であつ
たが、近代にあつては近代文明の侵入口であつた。半島は、そこを通
過した文明の沈殿層が形成される空間といえる。古代・中世から近代
におよぶ通時的・学際的・国際的な議論を通し、東アジア文明論に新
視点を与える。
レA5判・420頁/本体4,800円          ISBN4-7842-1117-9

函璽築妻
実と中国 日中国交正常化への道

国交正常化に大きな役割を果たしながら、これまで十分な研究がなさ
れてこなかつた古井喜実 (1903-95)|こ注目し、未公開資料をふくむ「古
井喜実文書」ほか日中の資料を駆使しながら、古井を中心とした自民
党内親中派による国交正常化への軌跡、交渉の裏側を総体的に検証。
レA5判・356頁/本体 3,800円        ISBN978-牛 7842-1590-4

轟磐型矛舞の研究
神奈川県北部に伝わり、現在も演じられている三匹獅子舞をどのよう
に理解し、記述することができるかという取り組みとその成果を収氣
三匹獅子舞の上演の実態に焦点を定め、どのように上演しているかを、
観察とインタビューを主とした現地調査によって得た情報・資料によ
って解明を試みる。
>A5判・330頁 /本体 6,500円          ISBN牛 7842-115卜 9

インタビュー・エッセイや新刊情報を掲載 した広報誌

話・fax・ Eメ ールでお申し込み下さい。※印の書
『鴨東通信』を年 4回無料でお送 りしています。
は外函・カバーに汚れ・傷みがございます。


